
執
行
委
員
長

中
曽
根

賢
次

執
行
副
委
員
長

伊
藤

洋
一

執
行
副
委
員
長

鵜
ノ
澤

信
一

執
行
副
委
員
長

生
田

哲
也

執
行
副
委
員
長
・
総
務
部
長

栁
本

洋
平

書
記
長

長
谷

理
生

企
画
・
組
織
部
長

竹
内

靖

組
織
担
当
部
長

丸
山

貴
司

組
織
担
当
部
長

平

貴
士

組
織
担
当
部
長

白
井

裕
之

組
織
担
当
部
長

木
村

勝
司

組
織
担
当
部
長

加
瀬

貞
人

組
織
担
当
部
長

寺
西

将
人

組
織
担
当
部
長

北
岡

隆
紫

組
織
担
当
部
長

青
瀧

真
人

組
織
担
当
部
長

庄
司

健
人

組
織
担
当
部
長

柿
栖

和
也

業
務
部
長

鈴
木

大
貴

業
務
担
当
部
長

滝
沢

和
宏

業
務
担
当
部
長

今
野

浩
考

業
務
担
当
部
長

関

文
弥

業
務
担
当
部
長

小
野
寺

正
晴

業
務
担
当
部
長

南

晃

業
務
担
当
部
長

丸
山

祥
太

業
務
担
当
部
長

永
久

雅
之

業
務
担
当
部
長

古
川

浩
之

総
務
部
員

加
藤

由
夏

特
別
執
行
委
員

宮
田

光
良

特
別
執
行
委
員

小
川

真
弘

特
別
執
行
委
員

宗
田

信
彦

特
別
執
行
委
員

森
園

礼
教

特
別
執
行
委
員

花
澤

敏
夫

会
計
監
査
員

佐
藤

英
彰

会
計
監
査
員

豊
田

太
郎

会
計
監
査
員

門
山

俊
一
郎

議長団
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7月２２日、千葉地本は千葉市民会館小ホールにおいて、第39回定期大会を開催しました。中
曽根委員長からは、「不祥事について、私自身も重く受け止めている。一方で厳罰が前提だと正
しい報告が出来ない。厳罰主義が当たり前にならないようにしなければならない」、「２４春闘では
回答期限よりも早く回答が出された。私たちに議論させないようにとしたのではないかと感じた」
また、「今大会までに多くの仲間が東労組に加入した。東労組に対しての攻撃に仲間と跳ね返し
ていこう」と挨拶されました。
質疑では、13名の代議員から、「不祥事と処分は切り分けないといけない。また分会で取り組
んだ原因究明委員会を開催した」、「異例の速さでの処分に対しての怒りと懲戒処分が濫用され
る危険性」「過半数代表者選挙の勝利と実践報告」、「内房線感電死亡事故の原因究明委員会
の実践とその場限りの安全対策では事故は繰り返す」、「組合員との対話で脱退を引きとめた実
践」、「地本で取り組んだ災害支援カンパの御礼」、「みどりの窓口廃止とそれに伴う出面数削減
による現状と課題」等が発言され、これまでのたたかいの成果や今後の運動方針を参加者全員
で確認し、満場一致で承認されました。そして、新たなスローガンと活動方針のもと、さらなる組
織強化・拡大、安全の再確立と平和で安心して暮らせる社会の実現に向けてたたかうことを確認
し、大会は成功裏に終了しました。

最優秀賞 蘇我運輸区分会
優秀賞 木更津連合分会
努力賞 銚子運輸区分会

部会

佐々木 智之代議員
千葉支部

栗原 奨代議員

花澤 敏夫さん 中村 裕幸さん 大川 恵二さん

ありがとうございました


